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1
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給
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場一岡山

所
郷
役
一
明

行
一
宮
町
一
料

老
媛
富
一

zd
愛
吉
一
所

長
一
同

一
万
町
民
の
幸
福
の
丈
め
に
」

り健
一
昭
和
三
十
年
町
村
合
併
に
よ

一
り
新
長
浜
町
狐
々
の
芦
を
あ
げ

一
て
よ
り
早
く
も
四
ヶ
年
、
と
の

一
関
長
浜
町
長
と
し
て
新
町
建
設

一
の
基
礎
づ
く
り
に
つ
く
さ
れ
た

一
末
永
町
長
は
去
る
選
挙
に
お
い

一
て
一
再
び
長
浜
町
長
に
就
任
と
き

一
ま
り
更
に
四
ヶ
年
私
た
ち
の
町

一
政
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た

次
に
再
度
町
長
に
選
ば
れ
ま

し
た
末
永
町
長
就
任
の
御
挨
拶

を
述
べ
ま
す

の同丁

末
永
町
長
挨
拶

、‘』，，行
一
不
肖
こ
の
た
び
、
合
併
後
第

発
一
三
期
目
の
長
浜
町
長
と
し
て
今

凶
一
後
四
ク
年
問
、
再
び
町
政
を
担

ト
一
当
す
る

τ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ

一
恥
一
と
は
全
く
光
栄
の
至
り
で
ご
ざ

引
一
い
ま
す
。

一
顧
み
ま
す
と
昭
和
三
十
年
、

一
町
村
合
併
に
よ
っ
て
新
し
い
長

田
一
浜
町
が
、
高
く
大
き
い
理
想
の

氾
一
も
と
に
発
足
致
し
ま
し
て
よ
り

弓
一
既
に
四
年
、
光
陰
は
矢
の
如
し

26
一
と
申
し
ま
す
が
日
々
の
た
つ
の

勾
一
一
は
ま
こ
と
に
早
い
も
の
で
、
新

円
。
一
町
の
初
代
町
長
と
し
て
町
民
各

和
一
位
の
心
か
ら
な
る
御
同
情
と
御

昭
一
声
援
と
に
よ
り
今
日
に
歪
り
ま

一
し
た
こ
と
を
、
葱
に
改
た
め
て

一
感
謝
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

一
浅
学
非
才
の
身
に
と
っ
て
、

)
一
新
町
建
設
と
云
う
身
に
余
る
難

一
一
問
題
に
取
っ
組
み
ま
し
て
丸
四

(
一
ヶ
年
、
私
と
致
し
ま
し
て
は
誠

一
心
誠
意
、
町
民
の
皆
様
に
多
少

一
で
も
喜
ん
で
頂
け
る
町
政
を
行

一
う
べ
く
、
粉
骨
砕
身
努
力
し
て

一
時
払
い
っ
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま

一一ー一一一一一一一一一ーへ、、

i 

』、

求

水

町

す。
お
蔭
で
新
町
建
設
の
基
礎
も

漸
く
軌
道
に
乗
り
、
新
町
の
前

途
も
洋
々
と
し
て
ひ
ら
け
行
く

感
を
し
み
ん
¥
と
昧
い
得
ら
れ

ま
す
と
と
は
、
ま
こ
と
に
御
同

慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ひ
と
え
に
皆
禄

の
絶
大
な
る
御
援
助
の
賜
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
重
ね
て
厚
く
厚

く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

き
て
「
新
し
い
町
・
つ
く
り
」

は
こ

L
K
第
二
段
階
に
ス
り
ま

し
た
。私

と
致
し
ま
し
て
は
日
々
新

し
く
日
々
に
新
し
い
心
を
持
ち

ま
し
て
、
地
財
法
適
用
上
に
於

け
る
町
財
政
の
再
建
を
回
ざ
し

つ
L
新
町
建
設
の
基
礎
づ
く
り

を
、
更
に
一
段
と
強
固
な
ら
し

め
た
い
と
、
己
む
に
己
ま
れ
ぬ

一
大
決
心
を
堅
持
し
て
い
る
も

の
で
ご
ま
い
ま
す
。

沼
に
倍
す
る
町
民
各
位
の
御

支
援
に
よ
り
、
町
行
政
を
通
じ

て
民
主
政
治
の
本
質
を
生
か
し

よ
り
一
層
の
努
力
を
次
の
点
に

払
っ
て
、
円
満
明
朗
な
町
政
の

実
現
を
図
る
覚
悟
で
ど
ざ
い
ま

す。
即
ち

一

厳

正

中

立

の

立

場

に

よ

り

、

二

万

町

民

の

た

め

の

清

潔

な

町

政

の

実

現

を

図

り

度

い

一

速

に

地

財

法

適

用

下

の

制

約

を

脱

し

、

自

主

独

立

の

町

政

を

確

立

し

、

町

民

各

位

の

諸
種
の
負
担
を
軽
減

し

た

い

一

港

湾

改

修

の

早

期

完

成

と

商

工

、

農

林

及

び

水

産

の

各

部

門

の

発

展

を

図

り

、

町

内

各

地

の

立

地

条

件

に

a 

L 

長

就

任

即

し

た

公

共

事

業

を

促

進

し

た

い

一

町

内

各

学

校

の

施

設

内

容

の

改

善

充

実

を

図

り

、

学

校

教

育

の

画

期

的

発

展

を

図

り

た
い

一
社
会
教
育
の
強
化
、

特

に

中

央

公

民

舘

の

建

設

に

つ

い

て

の

財

政

措

置

に

最

大

の

努

力
工
夫
を
払
っ
て
、

そ

の

早

期

実

現

を

図

る

と

と

も

に

、

町

民

の

文

化

向

上

と

感

情

融

和

と

に

努

め

た

い

一
社
会
保
障
の
拡
充
、

特

に

保

育

所

の

拡

充

目

と

、

町

営

住

宅

の

建

設

に

よ

り

、

住

宅

不

足

の

緩

和

を

図

り

た

、ν
以
上
簡
単
に
、
今
後
の
町
政

に
対
す
る
私
の
抱
負
を
項
目
的

に
申
し
述
、
ま
し
た
が
、
要
は

わ
れ

f
¥
の
と
の
大
長
浜
町
が

単
に
形
式
的
に
そ
の
符
政
区
域

を
拡
大
し
た
と
云
う
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
と
の
大
き
く
拡
が

っ
た
た
地
と
自
然
と
に
、
統
一

さ
れ
た
新
し
い
血
を
通
わ
す
町

政
の
実
況
を
期
す
る
こ
と
L
思

い
ま
す
。

二
万
町
民
の
皆
さ
ん
、
私
の
一

こ
の
非
願
達
戎
乃
た
め
何
分
の
一

掬
支
援
と
御
鴎
力
と
を
衷
心
よ
一

り
御
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
一

ま

す

。

一

総
辞
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
一

上
を
も
っ
て
就
任
の
御
挨
拶
と
一

致
し
ま
す
。

L
1
t砂

-sbド
ー

i 

'膜

と

交
通
取
締
は
な
ぜ
必
要
か

長
浜
町
警
部
汲
出
所

墨
言宝

霊

童
三至

喜
三三

重
雲

宅手

ヰー

初の臨時町議会議会の構成なる

ド決定津田利康民副議長赤穂直城民議長

/ 

赤穂直城氏長

就
任
挨
拶

町
村
合
併
に
よ
る
新
長
浜
町

発
足
以
来
第
二
回
目
の
初
議
会

に
お
き
ま
し
て
私
共
こ
の
度
議

長
並
び
に
副
議
長
に
御
推
ば
ん

頂
き
当
選
の
栄
を
担
い
ま
し
た

こ
と
は
、
町
議
会
議
員
各
位
は

じ
め
町
民
皆
様
の
絶
大
な
る
御

支
援
の
賜
も
の
で
あ
り
ま
し
て

只
々
感
激
で
胸
が
て
ハ
イ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

何
分
に
も
浅
学
非
才
、
そ
の

器
で
も
な
く
果
し
て
こ
の
重
責

を
果
し
得
る
や
甚
だ
疑
慎
致
し

て
お
り
ま
す
が
、
幸
に
皆
同
慌
の

御
支
援
を
得
て
、
本
町
発
展
ひ

い
て
は
地
方
自
治
進
張
に
微
力

を
尽
し
た
い
所
存
で
御
座
居
ま

す。
よ
ろ
し
く
御
指
導
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
上
げ

ま
し
て
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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時
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h
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五

Mm

凋
d
k
h

第
五
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「
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九

コ

一

Mm

同
第
六
選
挙
区
へ
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滝

)

九

四

Mm

知
事
選
挙
(
一
月
二
十
人
日

執
行
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投

票

率
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%
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票
総
数
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無
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去

る

町

議

選

挙

に

お

い

て

、

私

'

等

の

代

表

と

し

て

え

ら

ん

だ

町

一

議

令

議

員

に

よ

る

初

議

会

が

二

、

一

月

五

日

招

集

さ

れ

正

、

副

議

長

一

の

選

任

を

は

じ

め

、

議

員

常

任

一

委

員

、

議

会

選

出

監

査

委

員

の

一

豊
一
本
田
重
太
郎
一

選

任

な

ど

が

行

わ

れ

議

会

が

構

一

成

さ

れ

た

。

一

穏回
。
松
本
后
一
生

浦
上
愛
明

。
小
西
顎
己

滞
野
公
介

。
泉西

出

O
R野
義
満

新
谷
芳
朗

日

本谷

一一一一一-LZ生副長
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手IJ
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富
永
荘
一
-
一
郎

西
村

寺崎
"~ 

。
浦
田
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/J..:. 

松
問
油
平
治

イ白

。
山
崎
湘
失

司

笹
本
恭
um-

。
戎
敏
夫

大
谷
俊
男

池
田

登

林
日
出
猪

敏

夫

品川』

3者

徳

-'7 
，三ー

助

俊

男

A、
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村

林

西

村

護

新
谷
芳
朗

後
藤
熊
市

西

田

司

腕|岡野下宮関西岡本谷回

亀|

忠 |政義清
久

E 水

東
山
下
清
雄

今
村
一
体
主
ロ

併
、
い
砕
泊
τ
K
J
l

A句
r
H
A
作
山
や
刀
司
叶

後
藤
忠
雄

二
守
口
邦

一7
4
E
V
-
E

-
2
4
L
/ノ，
IF

門
田
容
一
市

話
口

同
い
岡
武
川
ア
治

後
藤
忠
雄

出
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(二)

子
、
「
合

F
J
J
1
s
一一

三
月
農
林
作
業

柑

橘

の

努

定

一

日

間

川

一

切

定

を

重

点

に

し

て

一
門
間
〕
柑
橘
の
煎
定
時
期
が
近

-
5
密
柑
凶
は
先
づ
間
伐
を
行
つ

L

才
一
づ
き
ま
し
た
が
木
年
の
到
定
は
一
て
下
さ
い

u

十
一
ど
ん
な
点
を
注
意
し
た
ら
良
い
一
〔
間
凶
春
肥
川
施
用
時
期
や
量

け

一

で

し

ょ

う

か

。

一

は

如

何

で

し

ょ

う

か

。

一
一
一
門
答
〕
心
配
し
た
皐
魁
も
思
つ
一
門
答
〕
毎
年
多
く
の
収
稜
を
し

居
究
一
た
程
被
害
が
な
く
四
年
連
続
の
↑
品
質
を
良
く
し
て
市
価
を
高
め

一
豊
作
と
な
っ
た
為
、
今
年
の
不
一
る
に
は
や
は
り
少
々
高
く
つ
い

一
作
を
心
配
し
て
連
年
軽
く
な
り
一
て
も
有
機
質
肥
料
を
多
く
施

一
勝
ち
と
な
っ
て
い
る
側
枝
を
短
一
す
こ
と
が
良
い
様
で
す
。
各
代

一
縮
し
次
の
事
項
を
注
意
し
て
下
一
表
者
で
協
議
し
て
左
の
通
り
基

一

さ

い

。

一

準

を

作

り

ま

し

た

。

一
1
新
梢
が
多
く
出
た
関
、
又
充
一
一
Q
施
用
量

一
実
し
た
閣
は
二
月
中
匂
か
ら
一
一
反
当
一
五

0
k
g
(
四
玖
)

一

始

め

て

下

さ

い

。

一

(O
施
用
時
期

一
2
昨
年
極
端
に
多
く
結
果
し
た
一
コ
一
月
中
、
下
旬

一
閣
は
三
月
に
入
っ
て
始
め
て
一
施
用
し
た
ら
中
耕
を
し
て
下

一

下

さ

い

。

一

さ

い

。

一b
J
一
3
亜
主
枝
の
間
引
や
側
校
の
短
一
門
間
凶
三
月
に
行
う
柑
橘
の
消

縮
を
す
る
o

e

一
毒
は
ど
の
様
な
も
の
が
あ
り
ま

4
今
年
不
作
の
園
は
新
梢
を
全
一
す
か
。

部
残
し
て
成
房
企
多
く
整
理
↑
〔
答
〕
柑
橘
類
で
は
一
番
大
切

の輔l'

メートJ~法への謹
昭和34年2月20日

昭
和
弘
年
(

-
九
五
九
)
は

日
本
の
産
業
、

経
済
、
文
化
、
一

教
育
等
に
と
っ

て
、
き
わ
め
て

意
義
ぶ
か
い
年

で
あ
り
ま
し
た

そ
れ
は
、
中

世
以
来
混
乱
し

て
来
た
計
量
単

位
制
度
が
、
国

際
的
統
一
単
位

で
あ
る
「
メ
ー

ト
ル
法
」
に
統

一
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
か
ら

で
す
ο

P 

五五

K 

一
五
、

0
0

一玉、

0
0早

生
温
州

と
こ
ろ
で
、
日
本
が
完
全
統

一
に
踏
み
切
っ
た
こ
の
事
は
、

世
界
の
単
位
系
統
一
の
歴
史
の

上
に
も
‘
特
筆
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ

り
ま
せ
ん
。

よ
り
早
い
完
全
な
メ
ー
ト
ル

法
化
の
達
成
の
為
に
、
今
ま
で

に
残
さ
れ
た
古
い
習
慣
な
ど
を

速
や
か
に
た
ち
切
り
、
再
び
、

後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

致
し
、
よ
打
早
く
、
「
メ
ー
ト

ル
法
」
に
な
れ
ま
し
ょ
う
。

。
メ
ー
ト
ル
法
メ
モ

1
グ
ラ
ム
と
は
、
摂
氏
4
度
の

時
1
立
方
セ
ジ
ナ
メ
ー
ト
ル
の

水
の
重
き
を
い
い
ま
す
。

J
1
並
列
T

な
済
崩
病
、
ア
カ
ダ
ユ
の
防
除

に
石
灰
硫
黄
合
剤
加
用
ク
ロ
ジ

の
撒
布
は
必
ら
ず
一
行
っ
て
下
さ

、uv
V
時
期
は
三
月
下
旬
よ
り
四

月
よ
旬
迄
で
す
が
個
々
の
闘
に

よ
っ
て
時
期
を
あ
や
ま
ら
な
い

様
に
し
な
い
と
薬
害
が
出
ま
す

V
濃
度
は
水
一
-
八
立
(
一
斗
)

に
石
灰
儲
黄
合
剤
五
七
六

c
r，

(
三
ム
口
二
勺
)
ク
ロ
ン
五
六
、
三

瓦
(
十
五
匁
)
展
着
剤
五
じ
仁

の
割
で
す
。

門
注
意
以
調
合
は
ク
ロ
ン
、
硫

黄
合
剤
、
展
着
剤
の
順
に
入
れ

て
下
さ
い
。
(
逆
に
す
る
と
溶

け
ま
せ
ん
)

門
間
凶
一
裕
葉
果
樹
に
対
す
る
ク

ロ
ン
剤
で
は
ど
の
様
な
病
気
が

防
徐
で
き
ま
す
か
。

ロ
合
〕
や
は
り
石
灰
硫
黄
合
剤

の
ク
ロ
ン
加
用
で
左
記
一
覧
表

の
通
り
で
す
。

出
ポ
樹
名
適
応
病
名
使
用
楽
剤
量
(
水
-
八
立
当
り
)
撒
布
時
期

黒
斑
病
硫
黄
合
剤
二
立
五
七

O
∞
約
(
一
升
四
三
月
中

黒
星
病
合
)
ク
ロ
シ
九
三
、
八
瓦
(
二
五
匁
)
下
句

赤
星
病
か
六

O
O
∞
二
一
一
、
三
ム
ロ

J

三
月
下
旬
，
F

ク
ロ

γ
五
二
、
五
瓦
三
四
匁
)
四
月
上
句

桃
類
縮
葉
病
グ
二
立
五
七

O
m出
(
一
升
四
合
)
二
月
下
旬

黒
星
病
ク
ロ

γ
八

O
瓦
(
二
四
匁
)

梅

黒

星

病

グ

二

立

五

七

O
m出
(
一
升
四
合
)

ク
ロ

γ
九
三
、
八
瓦
(
二
五
匁
)

ぶ
ど
黒
痘
病
三
一
二
五
∞
(
一
合
三
勺
)

う

渇

班

病

ク

ロ

γ
五
二
、
五
瓦
二
四
匁
)

柿

黒

星

病

m
二
立
五
七

om(一
升
四
合
)

炭
症
病
ク
ロ
ン
九
三
、
八
瓦
(
二
五
匁
)

安J梨

十
二
月
下
旬

1
一
月
上
句

三
月
下
旬
四

月
上
旬

三
月
下
旬

養

護

業

一

l
老
朽
園
の
改
組
、
補
植
を
桑

門
間
〕
桑
閣
の
作
業
で
注
意
せ
一
拍
回
、
安
い
時
に
行
い
ま
し
よ

ね
ば
な
ら
な
い
事
は
ど
の
様
な
一
!

一
u

自
家
育
苗
に
よ
り
経
費
の
支

事

で

す

か

。

一

円
答
〕
繭
価
が
安
く
な
っ
て
も
一
出
を
制
根
し
ま
し
ょ
う
。

充
ハ
ザ
採
算
が
取
れ
る
様
反
当
収
一

3
施
肥
を
冗
分
に
'
(
有
機
質
も

繭
震
を
ふ
や
す
よ
う
な
仕
事
を
一
)
施
し
て
下
さ
い
c

目
標
と
し
て

F
E
S
B
t
rも
9
3
3
4
F
h
f
z
t
f
r
y
-
s
t
t
4
1
7
4

叫

川
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n
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n
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メ

ル

叶

ナ
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ノ
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セ

リ

P
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方

ν
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デ

口

一
川
町
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寸

i
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部)(体積の

0.00018m' 

0.00180m' 

0.01804m' 

o .18039m' 

〆圃醐ト J~法換算表

合

升

斗

石

1
i
1
i

噌

i

1

i

1 mt (ミリリツトノレ)=0.00554升 =1 cc. 

1 df' (デVリットル)= 0.0554升=100∞
1 g (リット Jレ) ニ 0.554升=1.OOOCc.

lkg (キロリットノレ)= 554.3~升"= 1m' 

0.018g 

o 18g 
1.8g 
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V
ハV
A
H
R
N古
川

V
A
q
n
q
Q
h
u
h
-
H
Q
h
H
U
X
N
h
S
F

幻
一
中
伯
地
区
計
轟
移
住
者

3ι
ど
A

宝
n
v
A
M可
λ
N
Rけ
V
A
H
U
k
h
v
n
v
d
h
M
Y
A
U
A
Q
Z斗』
A
M
B
O

現
A
7
海
外
移

F
の
問
題
が
身
一
き
く
取
上
げ
て
い
る
次
第
で
あ

近
に
感
ぜ
ら
れ
、
又
世
間
の
話
一
り
ま
ず
か
ら
、
移
住
に
つ
い
て

題
と
な
り
つ
L

あ
る
と
き
先
頃
一
研
究
し
て
見
た
い
と
か
其
の
他

愛
媛
新
聞
に
も
七
十
余
人
の
県
一
移
住
条
件
等
に
つ
き
調
査
し
た

人
移
民
出
発
の
状
況
が
報
道
さ
一
い
と
考
え
ら
れ
る
時
は
遠
慮
な

れ
、
何
か
し
ら
ん
ブ
ラ
ジ
ル
等
一
く
役
場
産
業
課
係
へ
問
合
せ
下

の
移
住
地
の
こ
と
を
、
価
一
清
誠
一

3
る
こ
と
を
御
願
い
し
ま
す

G

又
は
煮
殺
し
て
あ
れ
こ
れ
と
想
一
只
会
五
月
迄
各
地
か
ら
タ
益

像
さ
れ
て
い
る
こ
と
ふ
思
い
ま
一
雇
用
移
住
者
一
を
募
集
し
て
い
ま

す

。

一

す

c

こ
の
海
内
外
移
住
K
関
し
て
一
く
わ
し
く
は
係
へ
お
問
合
せ

県
並
に
本
町
と
し
て
も
人
口
問
一
下
さ
い
。

題
、
二
、
三
男
対
策
ζ

し
て
大
一

昌一一一一三一=一一一一一一一言一一三三一一一=一一一一一三一一三=一一三一コ一三一=一一一一一一一三一一三一言一一一一一一一一三一一三一一一=一一
Z
E
E
-
一由

。
生
活
の
知
識
。

。
高
血
一
座
の
人
の
食
事
。

高
血
圧
の
人
は
食
塩
と
し
ょ
一
〈
肥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

ち
油
を
と
り
十
ぎ
な
い
戸
」
と
が
て
も
六
切
で
す
。

第
一
で
、
特
に
食
塩
は
一
日
五
一
ご
は
ん
や
、
い
も
、
砂
糖
の

グ
ラ
ム
か
ら
七
グ
ラ
ム
ま
で
に
一
よ
う
な
糖
質
性
の
食
品
も
普
通

お
さ
え
て
下
さ
い
。
一
の
人
の
八
割
ぐ
ら
い
に
減
す
方

ま
た
肉
食
も
制
限
し
脂
肪
は
一
が
よ
く
、
食
生
活
に
十
A
U

気
を

必
要
以
上
と
ら
な
い
よ
う
に
し
一
配
っ
て
下
さ
い
。

食
べ
す
ぎ
を
つ

L
し
み
な
る
べ
一

、LV
J
aも
+
d
&
?』

4

、9
4弘
V
A
V
d肱
干
n
v
t
a輸
v
z
v
aゆゐ
v
d弘
T
e
d弘
y
e
i
v
a

新
生
活
事
報
開
校

去
る
一
月
十
六
日
町
符
場
の
一
お
っ
と
失
礼
。
一
家
の
主
婦
も

会
議
室
で
町
内
各
胤
の
お
母
さ
一
今
日
は
生
徒
で
し
ん
み
よ
う
に

ん
等
の
新
生
活
学
校
の
開
校
式
一
講
義
を
ノ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

を
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
(
時
に
は
試
験
C
少
々
あ
わ
て

毎
週
金
曜
日
に
コ
一
月
六
円
迄
各
一
ま
す
が
ね
)
卒
業
し
た
ら
ど
ん

専
門
家
の
講
義
を
受
け
る
わ
け
一
ー
な
賢
婦
人
に
な
る
か
楽
し
み
で

で
す
。
家
予
は
設
も
お
支
え
子
一
す
ね

の
な
い
か
L

あ
売
'
下
も
:

司議

教
員
の
年
度
末
異
動
ド
つ
い
て

長
浜
町
教
育
委
員
会

町
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
日
頃
学
校
教
育
に
多
大
の
関
心

を
も
た
れ
物
心
両
面
共
種
々
と
御
凶
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
上

げ
ま
す

加
山
て
本
年
も
ま
た
教
員
異
動
の
時
節
が
ま
い
り
ま
し
た
。
過
去

に
お
き
ま
し
で
も
此
の
時
期
と
な
り
ま
す
と
こ
の
異
動
に
関
し

巷
閣
さ
ま

F
¥な
流
言
が
と
ん
で
お
っ
た
様
子
で
ご
ざ
い
ま
す

が
教
員
異
動
の
如
き
人
事
に
関
す
る
こ
と
は
教
育
委
員
会
の
職

務
権
限
の
重
大
な
る
部
門
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
も
極
秘
の
う
ち
に
行
は
る
べ
き
筋
の
も
の
で
あ

り
ま
す
教
育
委
員
会
は
、
比
の
点
に
立
脚
し
て
人
事
行
政
を
行

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
替
問
の
無
責
任
な
言
に
迷
は
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
持
に
御
願
い
申
上
げ
ま
す

「
五
分
学
校
、
」

J

こ
う
し
て
栄
養
改
善
は
必
要
か
?

人
間
が
活
動
す
る
た
め
の
源
一
う
で
す
。
即
ち
味
覚
本
意
、
満

で
あ
り
、
国
民
生
活
の
パ
ロ
メ
一
腹
主
義
の
食
生
活
で
、
こ
れ
が

l
タ
ー
と
な
る
食
生
活
水
準
は
一
主
食
偏
重
の
も
と
に
な
っ
て
、

現
在
充
分
で
な
く
、
穀
類
に
偏
一
い
る
の
で
す
。

重

し

て

い

る

。

一

私

達

は

最

近

大

分

改

善

さ

れ

い
ま
の
日
本
の
食
生
活
水
準
一
た
と
は
い
え
必
要
な
熱
量
や
蛋

は
栄
養
的
に
み
て
充
分
と
は
い
一
白
質
を
主
に
穀
類
か
ら
と
っ
て

え
な
い
の
で
ず
が
、
ど
う
し
た
一
お
り
、
カ
ロ
リ
ー
源
と
し
て
効

も
の
か
所
得
が
ふ
え
て
も
人
々
一
率
の
よ
い
脂
肪
や
、
動
物
性
蛋

の
関
心
は
着
る
物
や
家
具
等
に
一
白
質
の
と
り
方
が
少
い
よ
う
で

は
し
り
、
栄
養
の
事
は
忘
れ
が
一
す
。

ち

で

す

。

一

そ

の

た

め

に

体

の

要

求

す

る

き
れ
い
な
服
装
を
し
便
利
な
一
熱
量
や
蚤
白
質
を
穀
類
か
ら
と

家
具
を
備
え
・

V
ク
ジ
エ

1
y
一
る
事
に
な
り
、
胃
腸
の
負
担
を

ヨ
ン
を
楽
し
む
事
も
私
達
の
生
一
室
く
し
て
病
気
の
原
因
を
作
り

活
の
一
部
と
し
て
結
構
な
事
で
一
胃
腸
病
は
国
民
病
と
さ
え
い
わ

す
が
、
肝
心
体
の
事
を
お
ろ
そ
一
れ
て
お
り
ま
す
。

か
に
し
た
の
で
は
健
全
な
生
活
一
我
国
は
狭
い
国
土
に
九
千
こ

と
は
云
え
な
い
で
し
ょ
う
。
一
百
万
も
の
人
口
を
か
L
え
て
い

今
ま
で
の
私
達
の
食
生
活
を
一
る
の
で
食
糧
の
自
給
は
困
難
で

反
省
し
て
み
る
と
主
食
で
あ
る
一
す
。
こ
と
に
日
本
に
は
、
長
い

米
は
口
当
り
が
よ
く
、
少
し
の
一
間
米
食
の
習
慣
が
あ
り
、
出
来

の
境
味
が
あ
れ
ば
お
い
し
く
食
一
る
だ
け
米
を
輸
入
し
よ
う
と
す

べ
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
一
る
た
め
に
輸
入
金
額
が
増
し
、

腹
ご
し
ら
え
す
る
人
が
多
い
よ
一
負
担
左
大
き
〈
し
て
い
ま
す
。

大いまからでもおそくない

「ほっておいたらーダース tC. 

もなるだにーー・.....J
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